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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、与野党に対する有権者の「期待」と「失望」とがどのようにして形成され

るのかという問いに答えるべく世論調査データ分析と社会科学実験とを組み合わせることによ

って理論構築および実証分析を行い、ひいては今後の日本政治における政権交代のメカニズム

を明らかにすることであった。研究の結果、主に次のことが明らかになった。 
・政権交代をもたらすような、有権者の投票行動は有権者の間での与党に対する失望と野党

に対する期待との同時的な高まりによって起こる。 
・与党に対する失望と野党に対する期待とは、「同じコインの裏表」ではなく、別のものであ

り、与党に対する失望が自動的に野党に対する期待を生み出すわけではない。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This project examines how Japanese voters become hopeful for and disappointed in 
political parties through survey data analysis and social science experiments.  It also aims 
at constructing a theory to explain the mechanism under which change in government 
leadership happens.  The main finings include the following: 

- A simultaneous rise in disappointment and hope lead to higher voter participation and 
a swing for an opposition party. 

- Voter support for opposition parties and their disappointment in a ruling party are not 
two sides of the same coin, meaning that a decline in popularity of a ruling party does 
not lead to a surge in support for an opposition party. 
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結果を受けての政権交代は 1993 年の 1 回し
か行われていない。しかしそれに類するよう
な与党の選挙における敗北という現象はし
ばしば観察されてきた。では、なぜこうした
「ブーム」とでもいうべき体制を揺るがすよ
うな有権者の投票行動は起こったのか。これ
まで各選挙ごとにその時々の状況に照らし
合わせて、さまざまな説明が試みらてきたが
（例えば蒲島(1992, 1994)、水崎(1992)、池
田(1994)）、未だ一般的かつ体系的な説明は提
示されていない。一方、アメリカにおいては
政権交代の体系的な説明はしばしば研究者
の関心を集めてきたが（例えば Lichtman 
(2000)参照）、それを政治制度や歴史的背景が
異なる日本にそのまま当てはめることは困
難である。本研究では、日本の政治的状況を
踏まえた上で、有権者の政党に対する感情の
分析を通じて選挙ごとの「後付け」的な説明
ではない、体系的かつ将来の帰結の予測をも
可能なモデルの構築を目指す。 
 このような研究関心は申請者のこれまで
の研究の延長線上に生まれてきたものであ
る。申請者は、これまで日本の有権者の内閣
に対する支持の要因として政党支持に着目
して分析を行い、政党支持の内閣支持に対す
る影響は 80年代半ば以降低下していること、
また連立政権内の支持する政党の特性（例え
ば、どのくらいの期間存続するか、どの程度
政権内で影響力を発揮しているか）によって
政党支持と内閣支持の結びつきが異なると
いうことを明らかにしてきた。しかし、その
研究において、政党に対する有権者の評価は
単に「支持するかどうか」、あるいは「温か
い感情をもつかどうか」といった一面的ある
いは一次元的な評価によって測定されてお
り、政党支持の内閣支持への多様な影響を分
析するに当たってはあくまでその時々の歴
史的状況に照らしてその意味を解釈するよ
り他無かった。有権者の政党支持を取り巻く
感情は様々であるということが示唆された
ところで、結局それ以上深く有権者の政党評
価の意味を掘り下げ、それを内閣に対する支
持と結びつけることができなかったのであ
る。ここに、そうした有権者の政党支持と内
閣、ひいては与党や政府に対する支持との間
にある有権者の政治心理の「ブラックボック
ス」を解き明かし、その時々の政治状況に依
存しない一般的なモデルを構築する必要を
強く感じることとなった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、諸政党や政府に対する
「不安」、「期待」、「失望」、「満足」といった
有権者の感情がどのようにして投票行動に
影響を与えるかという問いに答えるべく理
論構築および実証分析を行い、ひいては可能
な政権交代のメカニズムを明らかにするこ

とである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、政権交代のメカニズムを明ら
かにするための仮説を主に世論調査データ
を用いて検証する。 
 今後日本で政権交代が起こるとすれば次
のようなシナリオが最も可能性が高いであ
ろう。それは、「①普段は選挙に参加しない
有権者の多くが投票参加する（その結果投票
率が上昇）。②そしてそれらの有権者の過半
数が野党に投票する」、というものである。
これはどのような条件下で可能であろうか。
まず①について考えたとき、これまでの政治
学の知見から明らかなのは、政権に対して強
い不満、すなわち「怒り」を感じた有権者は
投票参加するということである（例えばリー
ド(1996)、木村(2003)）。さらに②について考
えたとき、与党と比較の対象となる現実的な
選択肢として、有権者が野党に対して「期待」
をもてるときにのみ、そうした有権者は民主
党に投票するであろう。 
すなわち、政権交代には政権に対する有権

者の「怒り」と野党に対する「期待」が必要
である。このどちらかが欠けても政権交代は
困難である。例えばいくら有権者が政権に怒
りを感じようとも、そもそもその怒りの「受
け皿」として期待がもてる野党が無い限りは、
投票参加しないであろう。また、野党に対し
ても政権党と同じくらい期待がもてたとし
ても、そもそも政権に対する怒りが無い限り、
選挙に行き野党に投票する積極的理由はな
いであろう。政権交代は、政権に対する怒り
と野党に対する期待によって（普段は選挙に
参加しない）有権者が選挙に参加し、実際に
野党に投票することによって実現すると考
えられるのである。 
 以上のような政権交代のメカニズムに関
する仮説を世論調査データを用いて検証し
た。 
 
４．研究成果 
①投票参加について 
 与党に対する失望と野党に対する期待と
を同時に感じることによって、投票する確率
が、自民党支持者、民主党支持者、無党派の
何れも高くなる（図 1）。 
図 1. 失望と期待が投票参加に与える影響
（2009 年総選挙） 



 

 

 

②投票方向について 
 与党に対する失望と野党に対する期待と
を同時に感じることによって、民主党に投票
する確率が高くなる（図 2）。この効果は無党
派にとりわけ見られる。 
図 2. 失望と期待が民主党投票に与える影響
（2009 年総選挙） 

 

 
③なぜ野党に対する期待が高まるのか 
 本研究を通じて与党に対する失望と野党
に対する期待とは「同じコインの裏表」では
ないということが明らかになった。この傾向
は 2009 年の政権交代後顕著である。すなわ
ち、与党民主党に対する失望感の高まりは、
野党自民党に対する期待に結び付かない。こ
の問題は、日本における政権交代のメカニズ
ムを明らかにする上で重要であると考えら
れる。 
 こうした新たに浮上した問題に答えるた
めに、次の仮説を立てた。すなわち、有権者
は与党に対しては不確実性を否定的に捉え、
リスク回避的であるのに対し、野党に対して
は不確実性を肯定的に捉え、リスク受容的な
のではないか。これは、有権者は野党に対し
ては政治や経済の行き詰まりを打開する役
割を期待しており、ある程度の野党の政権担
当能力を前提とした上でより「何をしでかす
かわからない」不確実な野党で「ギャンブル」
をするのを好むということを意味する。 
図 3. 自民党の不確実性が自民党への期待に
与える影響 
（2010 年参院選） 

 

この可能性を示したのが、図 3と 4である。
これらによると野党自民党に不確実性を感
じる有権者ほど、自民党に期待を抱く一方、
与党民主党に不確実性を感じる有権者ほど、
民主党に期待を抱かない。すなわち、有権者
は与党と野党とでは別の役割を期待してい
るのである。 
 

図 4．民主党の不確実性が民主党への期待に
与える影響 
（2010 年参院選） 

 

 とはいえ、これはまだ暫定的な結果であり、
今後の研究課題である。 
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